


総
合
計
画
に
基
づ
き

着
実
に
施
策
を
展
開

現
在
、
国
に
お
い
て
は
予
算
編

成
作
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
地
方
財
政
対
策
な
ど
本
市
へ

の
具
体
的
な
影
響
や
経
済
情
勢
の

推
移
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

市
と
致
し
ま
し
て
は
、
景
気
後

退
に
伴
う
市
税
の
落
ち
込
み
や
市

町
村
合
併
の
特
例
措
置
の
減
少
な

ど
、
厳
し
い
財
政
環
境
の
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、
平
成
22
年
度
の
予

算
編
成
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重

点
的
、
効
率
的
配
分
な
ど
創
意
工

夫
を
行
い
、
第
一
次
甲
州
市
総
合

計
画
に
基
づ
い
た
施
策
に
つ
い

て
、
着
実
に
推
進
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。

去
る
10
月
23
日
に
は
、
行
政
改

革
推
進
委
員
会
か
ら
平
成
20
年
度

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
答
申
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

答
申
で
は
、
公
債
費
の
負
担
軽

減
や
人
件
費
の
抑
制
に
つ
い
て
、

目
標
額
を
上
回
る
効
果
を
上
げ
て

い
る
こ
と
に
対
し
て
高
い
評
価
を

い
た
だ
く
一
方
で
、
市
民
協
働
の

参
画
づ
く
り
な
ど
８
項
目
に
つ
い

て
、
更
な
る
対
応
を
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

答
申
を
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ

き
ま
し
て
は
、
速
や
か
に
対
応
す

る
と
と
も
に
「
協
働
・
成
果
・
効

率
」
を
重
視
し
た
市
民
の
視
点
に

よ
る
行
政
改
革
に
、
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ま
た
現
在
、
分
散
化
し
て
い
る

本
庁
機
能
を
新
庁
舎
へ
集
約
す
る

な
ど
、
市
民
に
と
っ
て
簡
素
で
効

率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
、
平
成
22
年
４
月
か
ら
は

部
制
を
廃
止
し
課
制
と
す
る
、
組

織
・
機
構
の
見
直
し
を
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
助
成

子
供
の
対
象
年
齢
を
拡
大

現
在
ま
で
、
小
・
中
学
校
や
保

育
園
等
で
集
団
感
染
が
疑
わ
れ
る

事
例
が
多
発
し
て
お
り
、
感
染
拡

大
を
防
ぐ
た
め
に
臨
時
休
業
等
の

措
置
を
適
宜
に
行
い
ま
し
た
。

11
月
中
旬
か
ら
は
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
提
供
で
き
る

量
に
は
限
り
が
あ
る
た
め
優
先
接

種
対
象
者
が
定
め
ら
れ
、
重
症
化

リ
ス
ク
の
高
い
妊
婦
や
基
礎
疾
患

を
有
し
て
い
る
方
、
１
歳
か
ら
小

学
校
低
学
年
、
１
歳
未
満
児
の
保

護
者
、
小
学
校
高
学
年
か
ら
高
校

生
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
順
に

接
種
が
行
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
市
と
致
し
ま
し
て
は
、

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
に
つ
い

て
、
国
の
方
針
に
基
づ
き
住
民
税

非
課
税
世
帯
及
び
生
活
保
護
世
帯

に
は
、
全
額
助
成
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

「
協
働
・
成
果
・
効
率
」
を
テ
ー
マ
に

市
民
の
視
点
で
行
政
改
革
を
推
進

平
成
21
年
甲
州
市
議
会
12
月
定
例
会
は
、
12
月
２
日
か
ら

22
日
ま
で
の
日
程
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
の
本
会
議
で

は
、
田
辺
市
長
の
市
政
の
概
要
説
明
が
行
わ
れ
、
主
要
事
業

の
進
捗
状
況
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

市長の市政報告
（要約・抜粋）

12月議会
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ま
た
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と

３
歳
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で
の

児
童
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
助
成
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
助
成
対
象
を
１
歳
か
ら
２

歳
の
子
供
に
も
拡
大
す
る
と
と
も

に
、
希
望
に
よ
り
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
選
択

で
き
る
よ
う
見
直
し
を
行
っ
て
参

り
ま
す
。

市
民
バ
ス
の
パ
ス
券

通
勤
通
学
も
対
象
に

市
民
バ
ス
フ
リ
ー
パ
ス
券
は
、

市
民
に
限
り
購
入
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
し
た
が
、
市
内
の
事
業

所
や
学
校
に
通
勤
通
学
さ
れ
る
方

を
交
付
対
象
に
加
え
る
と
同
時

に
、
市
内
の
障
害
者
お
よ
び
老
人

福
祉
施
設
は
個
人
を
限
定
せ
ず
に

交
付
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

観

光

振

興

計

画

は

本

年

度

中

に

策

定

甲
州
市
は
、
特
色
あ
る
観
光
・

交
流
資
源
を
有
し
、
年
間
３
０
０

万
人
に
の
ぼ
る
観
光
客
が
訪
れ
て

い
ま
す
が
、
観
光
客
の
多
く
が
首

都
圏
を
中
心
と
し
た
日
帰
り
客
で

あ
り
、
道
路
、
交
通
手
段
の
発
達

に
よ
る
観
光
の
広
域
化
や
国
際

化
、
周
遊
性
や
滞
在
、
宿
泊
、
通

年
性
の
向
上
な
ど
が
課
題
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
総
合
計
画
の
分
野

別
計
画
と
な
る
「
観
光
振
興
計
画
」

の
本
年
度
中
の
策
定
に
向
け
て
、

各
種
観
光
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
有
識
者
等
に

よ
る
外
部
検
討
委
員
会
を
設
置
し

検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

特
色
あ
る
産
業
や
地
域
資
源
を

最
大
限
に
活
か
し
た
計
画
と
な
る

よ
う
検
討
を
行
い
、
平
成
22
年
２

月
ま
で
に
計
画
素
案
を
作
成
し
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
通
じ
て

市
民
の
ご
意
見
を
反
映
し
た
計
画

と
し
て
参
り
ま
す
。

市
営
定
住
促
進
住
宅

１
月
か
ら
市
が
管
理

市
営
定
住
促
進
住
宅
は
、
平
成

22
年
１
月
か
ら
市
が
管
理
運
営
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。
入
居
者
の
募

集
に
つ
き
ま
し
て
は
広
報
紙
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
塩
山
駅
掲
示
板
等

を
活
用
し
、
市
内
外
に
向
け
積
極

的
に
周
知
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

水
道
事
業
の
経
営
健
全
化
の
た

め
、
本
年
度
中
に
水
道
審
議
会
を

立
ち
上
げ
、
水
道
料
金
等
の
見
直

し
改
定
案
を
検
討
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

小
中
学
校
の
耐
震
化

国
の
経
済
対
策
を
活
用

明
日
を
担
う
子
供
た
ち
が
、
安

心
し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

校
舎
等
の
整
備
・
耐
震
化
等
を
年

次
計
画
で
進
め
て
お
り
、
現
在
施

工
中
の
塩
山
北
小
学
校
屋
内
運
動

場
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
２
月

末
ま
で
に
は
完
成
す
る
予
定
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
国
の
追
加
経
済

対
策
を
活
用
す
る
中
で
、
菱
山
小

学
校
と
勝
沼
中
学
校
の
校
舎
の
耐

震
化
を
、
計
画
を
前
倒
し
し
て
実

施
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

１１月中旬から新型インフルエンザのワクチン接種
がスタート

市民の声を反映して観光振興計画の策定を目指す

菱
山
小
と
勝
沼
中
の
耐
震
化
工
事
は

前
倒
し
し
て
実
施
（
勝
沼
中
）
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甲
州
種
ワ
イ
ン
に
国
際
的
な
競

争
力
を
つ
け
、
日
本
を
代
表
す
る

ワ
イ
ン
と
し
て
評
価
を
高
め
て
い

き
た
い
｣
と
山
梨
県
ワ
イ
ン
酒
造

協
同
組
合
は
昨
年
、
Ｅ
Ｕ
輸
出
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
（
三
澤
茂
計

委
員
長
）
を
発
足
。

国
の
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
育
成

支
援
事
業
に
よ
り
、
平
成
21
年
度

か
ら
23
年
度
の
３
年
間
の
助
成
を

受
け
、
甲
州
種
ワ
イ
ン
を
欧
州
の

輸
入
国
に
対
し
て
、
販
売
促
進
事

業
に
よ
る
セ
ー
ル
ス
活
動
を
展
開

し
、
年
間
約
１
万
本
を
目
標
に
本

格
輸
出
に
つ
な
げ
い
く
計
画
で

す
。英

国
は
、
著
名
な
ワ
イ
ン
評
論

家
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
多
数
輩

出
し
「
世
界
の
ワ
イ
ン
市
場
の
動

向
は
ロ
ン
ド
ン
で
決
ま
る
」
と
も

言
わ
れ
る
世
界
第
５
位
の
ワ
イ
ン

消
費
国
。

今
回
の
訪
問
団
は
、
田
辺
市
長
、

横
内
知
事
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
15
社
、

商
工
会
関
係
者
ら
約
30
名
で
、
主

に
甲
州
種
ワ
イ
ン
の
認
知
度
を
高

め
る
と
と
も
に
、
和
食
に
合
わ
せ

て
飲
む
ワ
イ
ン
と
し
て
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
提
案
）
が
、
大

き
な
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
１
月
12
日

在
英
日
本
大
使
館
で
ジ
ャ
パ

ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
（
英
国
日
本

協
会
）
会
員
な
ど
約
２
０
０
人
の

招
待
客
が
、
15
種
類
の
甲
州
種
ワ

イ
ン
を
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
、
訪

問
団
と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

「
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
の
ワ
イ
ン

に
馴
染
み
の
深
い
英
国
人
が
日
本

の
ワ
イ
ン
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す

る
の
か
…
。」

白
百
合
醸
造(

株)

の
内
田
多
加

夫
社
長
は
「
こ
こ
数
年
、
ロ
ン
ド

ン
市
内
に
寿
司
店
や
和
食
レ
ス
ト

ラ
ン
の
出
店
が
目
覚
し
い
と
聞
き

ま
し
た
。
日
本
酒
よ
り
口
当
た
り

の
や
わ
ら
か
い
甲
州
種
ワ
イ
ン

は
、
日
本
食
と
と
も
に
英
国
人
の

目
に
必
ず
留
ま
る
は
ず
。
ま
ず
、

ワ
イ
ン
を
口
に
し
て
も
ら
え
る
チ

ャ
ン
ス
を
数
多
く
作
る
こ
と
が
た

い
せ
つ
」
と
き
き
酒
会
で
の
感
想

を
語
っ
て
い
ま
す
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が

繊
細
な
味
わ
い
を
評
価

■
１
月
13
日

Ｕ
Ｍ
Ｕ
と
呼
ば
れ
る
市
内
の
日

本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
を
会
場
に
、
国

「
甲
州
種
ワ
イ
ン
を
欧
州
に
本
格
輸
出
を
」
と
市
内
外
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
15
社
で
組

織
す
る
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
と
田
辺
篤
市
長
、
横

内
知
事
、
甲
州
市
商
工
会
ら
が
、
１
月
12
日
か
ら
15
日
ま
で
英
国
ロ
ン
ド
ン
を

訪
問
。
日
本
大
使
館
や
酒
販
店
、
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
日
本
固
有
の
在
来

品
種
「
Ｋ
ｏ
ｓ
ｈ
ｕ
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

ロンドン市内のイマジネーションギャラ
リーで甲州種ワインを紹介する田辺市長
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英
国
で
甲
州
種
ワ
イ
ン
を
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

「
和
食
に
合
う
」
と
好
評



内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ワ
イ
ン
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
21
名
を
招
待
し
、
日

本
食
と
の
相
性
を
紹
介
。

新
鮮
な
魚
貝
と
旬
の
食
材
を
使

い
、
新
春
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
メ
ニ

ュ
ー
と
甲
州
種
ワ
イ
ン
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ト
ッ
プ
ワ
イ
ン

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
感
性
に
強
い

印
象
を
与
え
ま
し
た
。

参
加
者
の
パ
ト
リ
ッ
ク
・
シ
ュ

ミ
ッ
ト
さ
ん
は
「
繊
細
で
飲
み
口

が
軽
く
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
ヘ
ル
シ

ー
な
味
わ
い
。
特
に
和
食
と
の
相

性
は
絶
妙
で
す
。
日
本
の
ワ
イ
ン

造
り
の
技
術
の
高
さ
に
は
驚
か
さ

れ
た
」
と
驚
き
の
表
情
で
、
食
と

ワ
イ
ン
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

「
原
料
ぶ
ど
う
や
醸
造
法
な
ど
の

説
明
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
多
く

が
詳
細
に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
、

興
味
深
く
熱
心
に
ワ
イ
ン
を
観
察

し
て
い
ま
し
た
」
と(

株)

山
梨
ワ

イ
ン
醸
造
の
野
沢
た
か
ひ
こ
専

務
。
同
時
に
「
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
の
甲
州
種
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
、
大
き
な
成
果
が
感
じ
ら
れ

た
」
と
い
い
ま
す
。

リ

ー

ズ

ナ

ブ

ル

な

ワ

イ

ン

の

提

供

を

■
１
月
15
日

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
最
終
日
と
な

っ
た
こ
の
日
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
経

営
者
、
ソ
ム
リ
エ
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
、
酒
販
店
関
係
者
等
を
市
内

の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ

ー
に
迎
え
、
15
社
29
種
類
の
試
飲

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

15
社
の
ワ
イ
ン
メ
ー
カ
ー
の
代

表
者
が
、
自
社
ブ
ー
ス
に
分
か
れ

参
加
者
に
直
接
ワ
イ
ン
の
説
明
を

行
い
な
が
ら
、
甲
州
種
ワ
イ
ン
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

ワ
イ
ン
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
欧

州
ワ
イ
ン
審
査
員
の
資
格
を
持
つ

ヨ
ハ
ン
・
エ
ル
レ
ー
さ
ん
は
「
現

在
、
英
国
に
限
ら
ず
欧
州
で
は
、

４
ポ
ン
ド
か
ら
６
ポ
ン
ド
（
約
６

０
０
円
～
１，

０
０
０
円
）
の
価

格
帯
が
一
般
的
。
輸
入
コ
ス
ト
等

を
考
え
る
と
甲
州
種
ワ
イ
ン
は
高

価
格
と
な
り
、
高
級
な
和
食
レ
ス

ト
ラ
ン
で
の
需
要
で
し
か
な
い
で

し
ょ
う
。
ワ
イ
ン
と
し
て
評
価
は

高
い
の
で
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価

格
帯
の
ワ
イ
ン
も
提
供
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
多
く
の
消
費
が
期

待
で
き
る
」
と
将
来
の
可
能
性
を

示
唆
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
の
三
澤

委
員
長
は
「
今
回
、
多
く
の
ト
ッ

プ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
甲
州
種
ワ

イ
ン
を
認
知
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
す
で
に
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
で

の
反
響
も
出
始
め
て
い
ま
す
の

で
、
次
回
に
向
け
て
、
さ
ら
に
充

実
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開

し
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
的
。

公
式
行
事
や
セ
ー
ル
ス
活
動
へ

積
極
的
に
参
加
し
た
田
辺
市
長
は

「
今
回
の
英
国
訪
問
は
、
甲
州
種

ワ
イ
ン
に
と
っ
て
新
た
な
時
代
の

幕
開
け
。
今
後
、
県
と
連
携
し
事

業
へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
う
と

と
も
に
、
原
料
と
な
る
甲
州
ぶ
ど

う
の
需
給
安
定
に
向
け
、
産
地
と

し
て
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き

た
い
」
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

へ
参
加
を
し
た
感
想
を
語
っ
て
い

ま
す
。

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
市
の

観

光

状

況

を

視

察

田
辺
市
長
及
び
市
の
関
係
者

は
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
日

程
が
空
い
た
１
月
14
日
に
、
英
国

有
数
の
観
光
地
で
あ
る
カ
ン
タ
ベ

リ
ー
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

首
都
ロ
ン
ド
ン
か
ら
南
東
へ
約

１
０
０
キ
ロ
に
位
置
し
、
車
で
約

２
時
間
。
人
口
４
万
５
千
人
の
城

壁
に
囲
ま
れ
た
中
世
の
面
影
が
色

濃
く
残
り
、
英
国
国
教
会
の
総
本

山
で
あ
る
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
聖
堂

を
は
じ
め
多
く
の
歴
史
的
遺
産
が

あ
り
、
年
間
６
０
０
万
人
の
観
光

客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

同
時
に
３
つ
の
国
立
大
学
な
ど

の
教
育
機
関
に
多
く
の
学
生
が
学

ぶ
、
活
気
に
満
ち
溢
れ
た
観
光
都

市
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
視
察
の
成
果
を
、
こ
れ

か
ら
の
観
光
地
づ
く
り
へ
の
参
考

と
し
て
い
き
ま
す
。

甲州市特産の「枯露柿」
トップセールス

１２月８日に田辺甲州市長並びにＪＡフルーツ
山梨中山組合長、小林生産部柿部会長らが東京都
大田区にある東京青果株式会社を訪問し、甲州市
の特産である「枯露柿」のＰＲと有利販売のトッ
プセールスを行いました。

東京中央卸売市場大田市場では、市場では異例
の「枯露柿の試食会」を行い、会場の注目を集め
る中、田辺市長並びに中山組合長は、せりに先立
ち「特産枯露柿」のＰＲを兼ねてあいさつをしま
した。

また、せり終了後、主力仲卸６社を訪問し、市
場関係者のみなさんに「枯露柿」のＰＲと有利販
売への力添えを依頼しました。この日の大田市場
での「枯露柿」の取引は、前日より高めで推移し
たため、さっそく、トップセールスの効果が出て
いました。

トップワインジャーナリスト試飲会では和食との相性
を提案

甲州市の特産「枯露柿」を熱心にＰＲする田辺市長

5 広報こうしゅう



山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰

◆
甲
種
功
労
章

吉
田
　
哲
也
（
塩
山
分
団
長
）

宮
原
　
　
誠
（
奥
野
田
分
団
長)

橋
爪
　
孝
裕
（
松
里
分
団
長
）

曽
根
　
修
平
（
大
藤
分
団
長
）

矢
崎
　
照
男
（
神
金
分
団
長
）

◆
乙
種
功
労
章

廣
瀬
　
純
一
（
塩
山
分
団
）

依
田
　
陽
一
（
塩
山
分
団
）

廣
瀬
　
勝
正
（
塩
山
分
団
）

廣
瀬
　
賢
一
（
奥
野
田
分
団
）

塩
澤
　
　
正
（
奥
野
田
分
団
）

手
塚
　
達
也
（
松
里
分
団
）

町
田
　
眞
人
（
松
里
分
団
）

岡
村
　
周
朗
（
松
里
分
団
）

橋
爪
　
　
巌
（
松
里
分
団
）

雨
宮
　
哲
也
（
玉
宮
分
団
）

茂
手
木
和
記
（
大
藤
分
団
）

廣
瀬
　
　
尚
（
大
藤
分
団
）

金
子
　
光
昭
（
大
藤
分
団
）

中
村
　
文
仁
（
神
金
分
団
）

廣
瀬
　
永
幸
（
神
金
分
団
）

手
塚
　
孝
一
（
神
金
分
団
）

志
村
　
　
勝
（
神
金
分
団
）

井
上
　
裕
介
（
勝
沼
分
団
）

佐
藤
　
賢
次
（
勝
沼
分
団
）

雨
宮
　
一
城
（
勝
沼
分
団
）

上
矢
　
　
勲
（
勝
沼
分
団
）

渡
邊
　
浩
志
（
祝
分
団
）

高
野
　
　
淳
（
祝
分
団
）

功
刀
　
徳
親
（
東
雲
分
団
）

辻
　
　
哲
也
（
東
雲
分
団
）

堀
内
　
芳
紀
（
東
雲
分
団
）

若
林
　
隆
雄
（
菱
山
分
団
）

三
森
　
　
亮
（
菱
山
分
団
）

飯
塚
　
　
浩
（
菱
山
分
団
）

小
林
　
賢
也
（
大
和
分
団
）

望
月
　
正
人
（
大
和
分
団
）

花
輪
　
昭
二
（
大
和
分
団
）

山
梨
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

◆
正
会
員
感
謝
状

深
澤
　
真
哉
（
菱
山
分
団
）

三
橋
　
　
明
（
菱
山
分
団
）

山
下
　
昭
治
（
菱
山
分
団
）

東
山
梨
行
政
事
務
組
合
管
理
者

甲
州
市
消
防
団
長
感
謝
状

◆
退
職
役
員

小
倉
　
　
政
（
前
副
団
長
）

堀
田
　
茂
利
（
前
副
団
長
）
　
　

雨
宮
　
茂
府
（
前
副
団
長
）

滝
嶌
　
竜
太（

前
奥
野
田
分
団
長)

高
石
　
久
雄
（
前
松
里
分
団
長)

萩
原
　
　
誠
（
前
玉
宮
分
団
長)

早
川
　
　
宏
（
前
大
藤
分
団
長)

志
村
　
孝
二
（
前
神
金
分
団
長)

廣
川
　
博
樹
（
前
勝
沼
分
団
長)

早
川
　
和
也
（
前
東
雲
分
団
長)

三
森
　
　
斉
（
前
菱
山
分
団
長)

相
山
　
治
祥
（
元
勝
沼
分
団
長)

内
田
　
淳
一
（
元
菱
山
分
団
長)

峡
東
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー

所
長
表
彰

◆
功
労
章

鶴
田
　
　
修
（
塩
山
分
団
）

大
森
　
忠
昭
（
奥
野
田
分
団
）

金
丸
　
裕
之
（
松
里
分
団
）

網
蔵
　
裕
治
（
玉
宮
分
団
）

南
　
　
淳
一
（
大
藤
分
団
）

舘
　
　
正
彦
（
神
金
分
団
）

平
井
　
雅
敏
（
勝
沼
分
団
）

里
吉
　
秀
行
（
祝
分
団
）

廣
瀬
　
幸
司
（
東
雲
分
団
）

内
田
　
高
史
（
菱
山
分
団
）

池
水
　
　
均
（
大
和
分
団
）

日
下
部
警
察
署
長

防
犯
協
会
日
下
部
支
部
長
表
彰

◆
功
労
章

武
井
　
利
晃
（
塩
山
分
団
）

宮
川
　
鉄
矢
（
塩
山
分
団
）

雨
宮
　
洋
一
（
塩
山
分
団
）

前
島
　
　
裕
（
奥
野
田
分
団
）

中
村
　
孝
二
（
奥
野
田
分
団
）

小
川
　
通
弘
（
松
里
分
団
）

小
澤
　
直
樹
（
松
里
分
団
）

岡
　
　
正
秀
（
松
里
分
団
）

荻
原
　
栄
治
（
松
里
分
団
）

澤
登
　
祐
太
（
玉
宮
分
団
）

雨
宮
　
　
司
（
玉
宮
分
団
）

日
向
　
正
樹
（
大
藤
分
団
）

木
場
　
裕
樹
（
大
藤
分
団
）

三
森
　
俊
彦
（
大
藤
分
団
）

依
田
　
　
武
（
神
金
分
団
）

岩
波
　
充
宏
（
神
金
分
団
）

森
田
　
卓
也
（
神
金
分
団
）

小
野
　
隆
太
（
神
金
分
団
）

大
島
　
達
也
（
勝
沼
分
団
）

土
屋
　
憲
彦
（
勝
沼
分
団
）

徳
良
　
　
務
（
勝
沼
分
団
）

志
村
　
和
明
（
勝
沼
分
団
）

雨
宮
　
吉
男
（
祝
分
団
）

上
野
　
和
利
（
祝
分
団
）

鶴
田
　
真
也
（
東
雲
分
団
）

菊
島
　
大
樹
（
東
雲
分
団
）

河
村
　
亮
一
（
東
雲
分
団
）

内
田
　
晶
規
（
菱
山
分
団
）

佐
藤
　
秀
樹
（
菱
山
分
団
）

有
賀
　
　
修
（
大
和
分
団
）

平
山
　
　
靖
（
大
和
分
団
）

雨
宮
　
安
夫
（
大
和
分
団
）

山
梨
県
消
防
協
会

東
山
梨
支
部
長
表
彰

◆
功
労
表
彰

功
刀
　
　
健
（
塩
山
分
団
）

秋
鹿
　
　
剛
（
塩
山
分
団
）

丸
山
　
元
樹
（
奥
野
田
分
団
）

田
邉
　
　
健
（
松
里
分
団
）

小
島
　
達
也
（
松
里
分
団
）

雨
宮
　
宏
泰
（
松
里
分
団
）

久
保
　
　
亘
（
玉
宮
分
団
）

井
上
　
睦
仁
（
大
藤
分
団
）

岡
　
　
利
和
（
大
藤
分
団
）

廣
瀬
　
良
喜
（
神
金
分
団
）

小
泉
　
直
人
（
神
金
分
団
）

小
越
　
純
一
（
勝
沼
分
団
）

小
林
　
勇
人
（
勝
沼
分
団
）

石
原
　
久
誠
（
祝
分
団
）

雨
宮
　
秀
樹
（
祝
分
団
）

甲
州
市
消
防
団
は
１
月
10
日
、

塩
山
中
学
校
校
庭
で
出
初
式
を
行

い
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
地
域
の
消

防
、
防
火
活
動
に
貢
献
し
て
い
る

方
々
に
、
山
梨
県
消
防
協
会
長
な

ど
か
ら
表
彰
状
、
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
な
お
、
受
賞
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(

順
不
同
・
敬
称
略)

出初式
甲州市消防団

山梨県、甲州市などから表彰状、感謝状を贈呈
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近
藤
　
和
宏
（
東
雲
分
団
）

坂
本
　
敏
夫
（
東
雲
分
団
）

古
屋
　
　
覚
（
菱
山
分
団
）

内
田
　
正
紀
（
菱
山
分
団
）

雨
宮
　
康
一
（
大
和
分
団
）

佐
藤
　
雄
二
（
大
和
分
団
）

◆
優
良
部

塩
山
分
団
第
５
部
、
奥
野
田
分

団
第
２
部
、
松
里
分
団
第
３
部

玉
宮
分
団
第
１
部
、
大
藤
分
団

第
３
部
、
神
金
分
団
第
４
部
、

勝
沼
分
団
第
５
部
、
祝
分
団
第

１
・
２
部
、
東
雲
分
団
第
３
部

菱
山
分
団
第
４
部
、
大
和
分
団

第
２
部

◆
優
良
団
員

佐
藤
　
　
誠
（
塩
山
分
団
）

武
藤
　
嘉
昭
（
塩
山
分
団
）

上
野
　
祐
紀
（
塩
山
分
団
）

芦
澤
　
　
勇
（
奥
野
田
分
団
）

佐
野
　
秀
一
（
奥
野
田
分
団
）

日
原
　
真
一
（
松
里
分
団
）

樋
口
　
　
透
（
松
里
分
団
）

土
屋
　
徹
也
（
松
里
分
団
）

唐
沢
　
　
誠
（
松
里
分
団
）

奥
山
　
寿
夫
（
玉
宮
分
団
）

村
田
　
　
清
（
玉
宮
分
団
）

金
子
　
英
人
（
大
藤
分
団
）

萩
原
　
辰
哉
（
大
藤
分
団
）

石
原
　
正
喜
（
大
藤
分
団
）

小
野
　
一
仁
（
神
金
分
団
）

徳
良
　
義
文
（
神
金
分
団
）

服
部
　
好
彦
（
神
金
分
団
）

中
村
　
光
広
（
神
金
分
団
）

樋
貝
　
一
樹
（
勝
沼
分
団
）

小
林
　
一
樹
（
勝
沼
分
団
）

木
之
瀬
　
寛
（
勝
沼
分
団
）

宮
野
　
淳
一
（
勝
沼
分
団
）

齋
藤
　
貴
之
（
祝
分
団
）

平
山
　
　
賢
（
祝
分
団
）

坂
田
　
武
史
（
東
雲
分
団
）

小
澤
　
篤
志
（
東
雲
分
団
）

三
井
　
信
也
（
東
雲
分
団
）

深
澤
　
茂
之
（
菱
山
分
団
）

樋
口
　
寛
一
（
菱
山
分
団
）

古
屋
　
一
彦
（
大
和
分
団
）

佐
藤
　
賢
一
（
大
和
分
団
）

佐
藤
　
　
隆
（
大
和
分
団
）

山
梨
県
消
防
協
会

東
山
梨
支
部
長
感
謝
状

◆
退
職
役
員

小
倉
　
　
政
（
前
副
団
長
）

堀
田
　
茂
利
（
前
副
団
長
）
　
　

雨
宮
　
茂
府
（
前
副
団
長
）

◆
第
45
回
山
梨
県
消
防
団
員

操
法
大
会
出
場

奥
野
田
分
団

東
山
梨
消
防
本
部
消
防
長
表
彰

◆
功
労
章

澤
登
　
　
康
俊
（
玉
宮
分
団
）

古
屋
　
　
　
悟
（
勝
沼
分
団
）

高
野
　
　
重
和
（
祝
分
団
）

三
澤
　
　
勝
人
（
東
雲
分
団
）

内
田
　
　
秀
俊
（
菱
山
分
団
）

篠
塚
　
　
　
修
（
大
和
分
団
）

甲
州
市
長
表
彰

◆
功
労
章

土
橋
　
　
誠
（
塩
山
分
団
）

古
屋
　
哲
郎
（
塩
山
分
団
）

塩
澤
　
裕
貴
（
奥
野
田
分
団
）

金
子
　
智
和
（
奥
野
田
分
団
）

中
村
　
明
博
（
松
里
分
団
）

岡
部
　
拓
也
（
松
里
分
団
）

向
山
　
　
敏
（
玉
宮
分
団
）

雨
宮
　
　
学
（
玉
宮
分
団
）

岡
　
　
富
春
（
大
藤
分
団
）

神
宮
司
　
剛
（
大
藤
分
団
）

松
永
　
久
忠
（
神
金
分
団
）

岩
波
　
祐
次
（
神
金
分
団
）

原
　
　
伸
吾
（
勝
沼
分
団
）

池
水
　
賢
司
（
勝
沼
分
団
）

鈴
木
　
　
来
（
祝
分
団
）

長
塚
　
浩
志
（
祝
分
団
）

山
下
　
浩
樹
（
東
雲
分
団
）

萩
原
　
弘
明
（
東
雲
分
団
）

山
田
　
陽
平
（
菱
山
分
団
）

奥
田
　
　
純
（
菱
山
分
団
）

石
田
　
　
容
（
大
和
分
団
）

山
本
　
信
夫
（
大
和
分
団
）

甲
州
市
消
防
団
長
表
彰

◆
功
労
章

平
山
　
正
貴
（
塩
山
分
団
）

天
川
淳
一
朗
（
塩
山
分
団
）

橋
爪
　
　
聡
（
塩
山
分
団
）

吉
田
　
宗
弘
（
塩
山
分
団
）

鈴
木
　
陽
介
（
塩
山
分
団
）

三
森
　
隆
文
（
奥
野
田
分
団
）

保
坂
　
大
輔
（
奥
野
田
分
団
）

嶌
村
　
浩
志
（
奥
野
田
分
団
）

雨
宮
　
聡
志
（
奥
野
田
分
団
）

小
野
　
秋
人
（
奥
野
田
分
団
）

天
野
　
富
夫
（
奥
野
田
分
団
）

雨
宮
　
　
剛
（
松
里
分
団
）

田
辺
　
　
淳
（
松
里
分
団
）

外
久
保
和
紀
（
松
里
分
団
）

池
田
　
　
司
（
松
里
分
団
）

小
宮
山
一
樹
（
松
里
分
団
）

武
井
　
修
一
（
松
里
分
団
）

岡
　
　
浩
二
（
松
里
分
団
）

中
里
　
武
正
（
玉
宮
分
団
）

小
佐
川
　
篤
（
玉
宮
分
団
）

三
枝
　
伸
次
（
大
藤
分
団
）

三
枝
　
信
也
（
大
藤
分
団
）

荻
原
　
和
也
（
大
藤
分
団
）

近
藤
　
行
生
（
大
藤
分
団
）

村
松
　
洋
一
（
大
藤
分
団
）

柏
原
　
信
一
（
大
藤
分
団
）

萩
原
　
正
樹
（
大
藤
分
団
）

徳
良
　
真
一
（
大
藤
分
団
）

岩
波
　
正
人
（
神
金
分
団
）

田
邉
　
真
也
（
神
金
分
団
）

永
田
　
哲
也
（
神
金
分
団
）

田
邉
　
陽
介
（
神
金
分
団
）

武
井
　
正
和
（
神
金
分
団
）

志
村
　
陽
介
（
神
金
分
団
）

平
塚
　
　
悟
（
勝
沼
分
団
）

向
山
　
　
敦
（
勝
沼
分
団
）

保
坂
　
真
也
（
勝
沼
分
団
）

三
井
　
祐
介
（
勝
沼
分
団
）

吉
原
　
敏
男
（
勝
沼
分
団
）

田
中
　
　
稔
（
勝
沼
分
団
）

雨
宮
　
祐
太
（
勝
沼
分
団
）

後
藤
　
一
隆
（
祝
分
団
）

佐
藤
　
正
也
（
祝
分
団
）

雨
宮
　
智
信
（
祝
分
団
）

武
藤
　
真
次
（
祝
分
団
）

雨
宮
大
治
朗
（
祝
分
団
）

佐
藤
　
盛
一
（
祝
分
団
）

下
條
つ
と
む
（
祝
分
団
）

中
井
　
信
也
（
東
雲
分
団
）

古
屋
　
芳
哲
（
東
雲
分
団
）

小
松
勇
一
朗
（
東
雲
分
団
）

内
田
　
純
一
（
菱
山
分
団
）

中
村
　
　
聖
（
菱
山
分
団
）

三
橋
　
　
東
（
菱
山
分
団
）

手
塚
　
智
彦
（
大
和
分
団
）

松
村
　
龍
司
（
大
和
分
団
）

◆
無
火
災
分
団
・
部

塩
山
分
団
第
３
部
、
玉
宮
分
団

祝
分
団
、
東
雲
分
団

服装・機械器具点検
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塩山中学校の生徒全員で取り組んだ省エネ活動
が評価され、環境教育プログラム「キッズＩＳＯ
１４０００　ＦＯＲ　ＳＣＨＯＯＬ」の認定証を
受けました。同校は「学校全体の電気量１０％の
削減」を目標に掲げ、生徒が教室の電気の消し忘
れなどの現状を調査し、無駄に使用している消費
電気量を分析しました。その後、活動周知ポスタ
ーの掲示や教室窓側の蛍光灯を消すなど教職員の
協力も得ながら活動の徹底を図り、昨年１１月に
は前年度同月より２８％の削減に成功しました。1
月１６日に都内の国際連合大学で授与式が行われ、
出席した環境美化委員会の皆さんは「この認証は
生徒全員で取り組んだ勲章です。今後も後輩達に
続けてほしい。」と省エネ活動に取り組んだ成果に
対する高い評価に、感無量の想いで認定証を受け
取りました。

昔なつかしの正月遊びを体験
新春かるた大会

甲州市生涯学習市民協議会では、１月５
日に甘草屋敷で新春かるた大会を行いまし
た。当日は、およそ７０名の小学生までの
子ども達が、かるた取りをはじめ、餅つき、
竹馬、羽根突きなど、昔から伝わる正月の
遊びを地域のおじいちゃんやおばあちゃん
に教わりながら、いっぱいの笑顔と大きな
歓声のなか元気に体験をしました。

今年の新成人者は３９２人
平成２１年度 甲州市成人式

二十歳（はたち）の門出として祝う平成２２年甲州市
成人式は、１月１０日に市民文化会館で盛大に行われま

した。華やかな晴れ着
姿やスーツ姿の新成人
者は、式典で新成人の
誓いと将来の夢を語る
と同時に、大人の仲間
入りという強い決意を
表していました。また、
会場で再会した友人や
恩師と思い出話しをし
ながら、楽しいひと時
を過ごしていました。

塩山中学校 キッズＩＳＯ認定
生徒全員で節電など省エネ活動

認定証の授与式に出席した塩山中学校の皆さん

8平成22年2月



ご冥福をお祈りいたします

甲州市名誉市民 三 枝　剛 氏
甲州市名誉市民の三枝剛様が平成２１年１２月

２５日に永眠されました。ご冥福を心よりお祈り
申し上げます。

旧塩山市の市長として３期１２年
広域行政など甲州市の基礎作りに尽力

三枝氏は、昭和５８年４月に地域住民から推さ
れて山梨県議会議員に当選されて依頼、通算１０
年３ヶ月間在職されました。平成５年８月から第
１２代塩山市長として、通算３期１２年にわたり
市政発展に寄与されました。市民の生活基盤整備
の充実を図り、市街地再開発に着手する一方、市
民の健康・福祉・保健・観光・教育など市政全般
に対し、行政手腕を発揮されました。

その他、全国市長会副会長、全国市長会関東支
部支部長、東山梨行政事務組合管理者、さらに甲
州市誕生までの東山梨地域合併協議会会長などを
在職した功績には、地方分権、行政改革の広域的
行政の推進に意を用いると共に、住民の夢と希望
を与えるため誠意尽力し多大なる貢献をいただき
ました。

■主な経歴

山梨県議会議員 Ｓ５８.４～Ｈ５.７
山梨県議会議長 Ｈ４.３～Ｈ４.１２
塩山市長（３期１２年） Ｈ５.８～Ｈ１７.８
全国市長会関東支部支部長

Ｈ１３.５～Ｈ１４.５
全国市長会副会長 Ｈ１４.６～Ｈ１５.６
全国市長会相談役 Ｈ１５.６～Ｈ１７.８

■主な賞罰
山梨県政功績者表彰（地方自治功労）Ｈ９.１１
塩山市名誉市民 Ｈ１７.１０
総務大臣表彰（合併功労）  　Ｈ１８.１１
旭日中綬章 Ｈ２０.４

先人から守られてきた伝統
市内各地域で小正月行事を開催

甲州市には、先人から伝わる伝統文化が数多くあ
ります。今年も市内各地域では、家内安全や商売繁
盛を願う「どんどんやっせ」「きっかんじ」など、
様々な小正月行事が行われました。

「
ど
ん
ど
ん
や
っ
せ
」
千
野
下
区
千
草
組

田野十二神楽（県指定無形文化財）

藤
木
道
祖
神
「
太
鼓
乗
り
」（
市
指
定
無
形
文
化
財
）
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甲
州
市
民
バ
ス
年
間
フ
リ
ー
パ
ス

券
、
半
年
フ
リ
ー
パ
ス
券
の
ご
利

用
で
き
る
方
の
範
囲
が
拡
大
！

平
成
22
年
１
月
１
日
か
ら
、
市
民
バ
ス

を
よ
り
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た

め
、
甲
州
市
民
バ
ス
年
間
フ
リ
ー
パ
ス
券
、

半
年
フ
リ
ー
パ
ス
券
の
ご
利
用
で
き
る
方

の
範
囲
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
お
得
な
フ

リ
ー
パ
ス
券
を
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
変
更
点

①
甲
州
市
外
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
市
内

の
事
務
所
、
事
業
所
又
は
学
校
に
勤
務
、

ま
た
は
在
学
す
る
方
に
も
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

フ
リ
ー
パ
ス
券
を
ご
利
用
い
た
だ
く
方

は
社
員
証
（
市
内
の
事
務
所
、
事
業
所
名
、

ご
利
用
い
た
だ
く
方
の
生
年
月
日
が
記
載

さ
れ
た
も
の
）
、

学
生
証
等
を
ご

持

参

く

だ

さ

い
。

②
市
内
の
老
人

福
祉
施
設
、
障

害
者
福
祉
施
設

そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
施
設

の
事
業
主
の
方

が
職
員
及
び
入

居
者
を
市
民
バ

ス
に
乗
車
さ
せ

る
場
合
に
フ
リ

ー
パ
ス
券
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
（
職
員
の
方
が
通
勤
に
利
用

す
る
場
合
は
除
き
ま
す
。）

事
業
所
の
許
認
可
証
の
写
し
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

③
す
で
に
フ
リ
ー
パ
ス
券
を
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
個
人
の
方
が
、
更
新
す
る
時

は
、
お
手
持
ち
の
フ
リ
ー
パ
ス
券
を
お
持

ち
い
た
だ
け
れ
ば
、
健
康
保
険
証
等
の
身

分
証
明
書
は
お
持
ち
い
た
だ
か
な
く
て
も

良
く
な
り
ま
し
た
。

■
フ
リ
ー
パ
ス
料
金
（
１
人
に
つ
き
）

60
歳
以
上

半
年
間
　
　
１，

５
０
０
円

１
年
間
　
　
３，

０
０
０
円

60
歳
未
満

半
年
間
　
　
５，

０
０
０
円

１
年
間
　
１
０，

０
０
０
円

◆
お
問
合
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

甲
州
市
民
バ
ス

お
得
な
年
間
フ
リ
ー
パ
ス
券

児童クラブを利用予定の新４年生児童の保護者へ
１月号の広報において、平成２２年度から児童クラブを利用できる児童を１

年生から３年生までとする記事の掲載をいたしましたが、児童の健全育成のため、
また新４年生になる保護者から来年度も継続して利用させてほしいとの意見が寄
せられています。

このため、検討した結果、平成２２年度も今までどおりに昼間保護者が就労等
で保育ができない事情等がある場合は、４年生までは継続して児童クラブを利用
できるよう対応することといたしましたので、訂正とお詫びをいたしますととも
にご承知くださいますよう、よろしくお願いいたします。なお、利用の手続きは
変更ありません。

◆お問合せ先　子育て対策課　少子化担当　☎３２‐５０８１　

遊休農地解消推進事業
景観作物種子購入費の１/２を補助

■申請期間■

２月４日(木)～３月15日(月)

甲州市およびＪＡフルーツ山梨では、遊
休農地の維持管理の省力化を図るため、景
観作物である、まめ助、クリムソンクロー
バー、キカラシ等の種子購入代金を補助し
ます。

補助の対象となるのは市内在住の農業者
で農地は所有地、借地を問いません。補助
率は、申請者１人に対して、まめ助、クリ
ムソンクローバー、キカラシ等のそれぞれ
に種子代の２分の１で、補助金の上限は３
万円までとします。
■申請場所

ＪＡフルーツ山梨（甲州市管内）各支所
指導課、または甲州市役所農林商工課に備
え付けの申請書に必要事項を記入の上、提
出して下さい。

◆お問合せ先
・ＪＡフルーツ山梨各指導課（甲州市内）
・農林商工課　果樹農林担当

☎４４‐１２０５

愛犬に
迷子札やマイクロチップ
をつけよう！
マイクロチップは注射で簡単に装着
できます。もし迷子になってしまっ
たらその日のうちに連絡を！
◆お問合せ先
・峡東保健所　　☎２０‐２７５１

※ホームページに掲載
・山梨県動物愛護指導センター

☎０５５‐２７３‐５０３４
・甲州市環境課　☎３３‐４４０４
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市では、近年増加する耕作放棄地を解消していく

ため、「甲州市地域耕作放棄地対策協議会」を設立し

ました。荒れた農地を引き受けて、営農を再開して

いただく方には、再生作業や土壌改良、施設整備等

に対する交付金が受けられますので、ぜひご活用下

さい。なお、支援をご希望の方は、協議会事務局ま

で事前にご相談下さい。

■対象者

耕作放棄地を「農地銀行」等により借り受け、又

は農地法により買い受けて、再生後５年間以上耕作

を継続する農業者、または法人。

※生前一括贈与など家族間での権利移動は除く

■対象農地

甲州市内に所在する農地（農振農用地に限る）

■実施年度　平成２１年度～２５年度

※右表①再生作業に対する支援は平成２３年度まで

■申請先　　甲州市地域耕作放棄地対策協議会

（勝沼庁舎１階）

◆お問合せ先　甲州市地域耕作放棄地対策協議会

事務局 農林商工課 ☎４４‐１２０５

再生、営農を支援します！

耕作放棄地 耕作放棄地再生利用交付金
●支援概要

耕作放棄地を再生活用する借り手側、買い手側

に抜根・整地などに要する経費の支援をします。

●交付金額

①再生作業（障害物除去、深耕、整地）に対する

支援

荒廃の程度に応じ１０a当り次のとおりです。

・作業にかかる費用が６～１０万円の場合

→補助額３万円

・作業にかかる費用が１０万円を超える場合

→補助額５万円

・荒廃程度が大きく重機等を用いて行なう費用が

１０万円以上の場合　　→総費用の１/２補助

②土壌改良に対する支援

１０a当り２万５千円（最大２年間）

③営農定着に対する支援

１０a当り２万５千円（１年間）苗木購入など

④農業用施設等に対する支援

（補助率１／２）用排水施設、鳥獣被害防止施

設、果樹棚等の整備

平
成
21
年
12
月
15
日
に
農
地
法
が
改
正

（
施
行
）
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
改
正
で
は
、

農
地
の
効
率
的
な
「
利
用
」
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
農
地
の
所
有
者
や
利
用
者
に

「
適
正
な
管
理
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

一
定
の
条
件
の
下
で
企
業
が
農
地
を
借
り

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
特
徴
で
す
。

①
相
続
等
に
よ
り
農
地
を
取
得
し
た
場
合

に
は
、
概
ね
10
ヶ
月
以
内
に
農
業
委
員
会

へ
の
「
届
け
出
」
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

届
け
出
書
式
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

②
農
地
の

賃
貸
借
の

目
安
と
な

る
「
標
準

小

作

料

」

は
廃
止
さ

れ
、
そ
の

代
わ
り
に

「
実
勢
賃
借
料
情
報
」
を
提
供
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

農
地
の
貸
し
借
り
の
際
に
は
、
別
表
の

賃
借
料
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先

甲
州
市
農
業
員
会
　
事
務
局

農
林
商
工
課
　
農
地
担
当

☎
44
‐
１
２
０
５

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

『
農
地
の
実
勢
賃
借
料
情
報
』

11 広報こうしゅう



食育図画掲示
野菜クイズ・・・・先着４００名

正解者には野菜の種をプレゼント！

表彰式（午前１０時４５分～１１時）

食育市場
午前１１時～

地元の野菜を使ったり、地元で手づくりした食品など販 

売！地元で取れた野菜の販売！

聞いてみよう！出店者さんのこだわり、おいしさの秘密！

食育レストラン・・先着４００名

正午～

食生活改善推進員会による野菜料理の試食、各種レシピ有

※茶わんや箸などを持参してゴミ減量化にご協力を！

キッズスィ－ツコーナー・・限定１０組（予約制)

１回目：午前１１時３０分～正午

２回目：午後１時～１時３０分

■主　催　甲州市食育推進会議・甲州市

■共　催　甲州市健康づくり推進協議会

塩山ライオンズクラブ

◆申込み・お問合せ先

健康増進課（塩山保健福祉センター内）

☎３３‐７８１１　ＦＡＸ３３‐７８１４

■
１
回
目
（
講
義
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
日
　
時
　
２
月
19
日
（
金
）

午
後
７
時
～
８
時
30
分

・
内
　
容

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
こ
ん
な
に
良
く
な
っ

た
（
健
康
効
用
な
ど
）

・
会
　
場
　
塩
山
ふ
れ
あ
い
館

・
講
　
師
　
甲
州
市
の
保
健
師

■
２
回
目
（
実
技
）

・
日
　
時

２
月
28
日
（
日
）
午
前
９
時
集
合

・
内
　
容

基
本
的
な
歩
き
方
な
ど
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
基
本
に
つ
い
て
実
技
指
導
。
実
際
に
歩

き
ま
す
。

・
会
　
場
　
塩
山
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
講
　
師

日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
指
導
員

・
持
ち
物

飲
料
水
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
定
　
員
　
50
名

■
締
切
日
　
２
月
12
日
（
金
）
ま
で

■
参
加
費
　
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

※
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

甲
州
市
教
育
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
塩
山
体
育
館
内
）
☎
32
‐
１
１
１
６

歩く楽しさを
体験しみんなに
広げよう！

ウォーキング
サポーター
養成講座

CATV食育番組「野菜・果物をつく
っておいしく食べるじゃん」放映

■２月の放映内容
・子ども料理教室

（勝沼地区食生活改善推進員会）
見～つけた！食育コーナーもあります！

・塩山北小学校「田んぼで稲づくり」
勝沼CATV
２月15日（月）～21日（日）
峡東CATV
２月17日（水）～21日（日）

◆甲州市食育推進会議事務局◆

第３回

甲州市
食育まつり
土からもらう笑顔
日時　３月６日（土）

午前11時～午後２時

会場　甲州市民文化会館

甲州市食育推進
キャッチフレーズ

野菜・果物をつくって
おいしく食べるじゃん

第２回食育まつり小4の部「優秀」賞

榊 智宏さん（東雲小学校）

ただいま
募集中！
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甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

を
公
募
し
ま
す

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、「
男
だ
か
ら
、

女
だ
か
ら
」
と
い
う
固
定
化
さ
れ
た
意
識

や
習
慣
に
と
ら
わ
れ
ず
、
一
人
ひ
と
り
の

個
性
と
能
力
が
発
揮
で
き
る
社
会
の
こ
と

で
す
。
し
か
し
、
国
の
調
査
に
よ
る
と
男

女
の
地
位
に
つ
い
て
、
４
人
に
３
人
が

「
男
性
の
ほ
う
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
」
と
考

え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
甲
州
市
で
は
「
男
女
共
同
参

画
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
、
推
進
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
４
月
か
ら

推
進
活
動
を
共
に
し
て
く
だ
さ
る
方
を
公

募
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
未
来
の
甲
州
市
作
り
に
向
け
て

一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
多
く
の

方
の
公
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

市
内
在
住
で
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進

に
関
心
を
持
ち
、
委
員
と
し
て
積
極
的
な

発
言
や
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
け
る
18

歳
以
上
の
方
（
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在)

■
募
集
人
員
　
10
名
程
度

■
任
　
期

２
年
（
委
嘱
の
日
か
ら
平
成
24
年
３
月

末
日
ま
で
）

■
委
員
の
役
割

市
民
に
向
け
た
男
女
共
同
参
画
の
推
進

に
つ
い
て
協
議
し
、
推
進
活
動
を
行
い
ま

す
。

■
応
募
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送

ま
た
は
持
参
に
よ
り
提
出

■
募
集
期
間
　
３
月
19
日
（
金
）
ま
で

■
選
　
考

選
考
結
果
は
４
月
上
旬
ま
で
に
ご
本
人

に
通
知
し
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先

市
民
生
活
課

市
民
参
画
･
協
働
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

寸劇「みんなが幸せになる働き方 ワーク・ライフ・バランス」
劇団かえ～る座が、一人ひとりが幸せになる働きかたについて寸劇し
ます。みなさんも一緒に考えてみませんか。

甲州市男女共同参画推進委員会の活動発表
３１人の委員が行っている、さまざまな活動を発表します。

パネル展示
男女で共に支えあうことの大切さについての展示をします。

市内の団体やＮＰＯ、グループなどの活動紹介コーナー
市内には多くの団体やＮＰＯ、グループなどがあり、さまざまな活動
をしています。その活動の内容などをパネル展示します。
（参加者募集中）

男女共同参画に関する図書の展示
古切手・古衣料・テレホンカードの収集
福祉施設へ寄付をしますので、当日、収集します。

◆主催・お問合せ先　甲州市・甲州市男女共同参画推進委員会
事務局　市民生活課　市民参画・協働担当
☎３２‐５０６８

男女
みんな

で環
わ

になり笑顔のフォーラム

第
４
回

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

気
づ
き
合
お
う

あ
な
た
と
私
の

未
来

あ
し
た

の
た
め
に

２月13日（土）正午～午後４時
甲州市民文化会館

展示コーナーと講演会に参加
された方、先着２００名様に
お花をプレゼントします

13 広報こうしゅう

Ｃ段丹映子・「週刊長野」
掲載・無断転載禁止

新田新一郎さん講演会

～共生するまちづくり～
午後２時３０分～

子どもたちを中心としたイベン
トやワークショップを多彩に展
開し、高齢者の交流や社会参加
を目指すまちづくりを多く手掛
け、地域のパワーを掘り起こし、
大反響を呼んでいます。



劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
は
だ
か
の

王
様
』
が
甲
州
市
に
や
っ
て
く
る
！

現
在
入
場
券
販
売
中
！

■
日
　
時

３
月
28
日
（
日
）

午
後
４
時
～
（
開
場

午
後
３
時
30
分
）

■
会
　
場

甲
州
市
民
文
化
会
館
　
ホ
ー
ル

■
入
場
料
（
全
席
指
定
）

Ｓ
席
　
４，

２
０
０
円

Ａ
席
　
３，

１
５
０
円

Ｂ
席
　
２，

１
０
０
円

※
３
歳
以
上
有
料

（
３
歳
未
満
の
着
席
鑑
賞
は
有
料
）

■
入
場
券
販
売
所

・
甲
州
市
内

甲
州
市
民
文
化
会
館

☎
32
‐
１
４
１
１

菊
島
楽
器
　
　
　
☎
33
‐
５
１
１
５

・
甲
府
市
内

山
梨
県
民
文
化
ホ
ー
ル

☎
０
５
５
‐
２
２
８
‐
９
１
３
１

甲
府
音
協

☎
０
５
５
‐
２
３
５
‐
３
９
７
５

◆
お
問
合
せ
先

甲
州
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

公
民
館
担
当
（
市
民
文
化
会
館
内
）

☎
32
‐
１
４
１
１

※
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
／
月
・
祝

日
休
館
、
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌

日
が
休
館

旧
塩
山
市
の
時
か
ら
継
続
し
て
、
31
回

目
を
迎
え
る
民
謡
ま
つ
り
で
す
。
山
梨
県

を
は
じ
め
、
日
本
各
地
の
民
謡
を
発
表
し

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

■
日
　
時

２
月
28
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

（
開
場

午
前
10
時
）

■
会
　
場

甲
州
市
民
文
化
会
館

２
階

大
会
議
室

■
入
場
料
　
無
料
　

■
主
　
催

甲
州
市
文
化
協
会
塩
山
地
域
民
謡
部

◆
お
問
合
せ
先

塩
山
地
域
民
謡
部
（
高
橋)

☎
32
‐
４
８
２
１

ア
ン
デ
ル
セ
ン
と
寺
山
修
司
と

劇
団
四
季
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
！

第
４
回
甲
州
市
民
謡
ま
つ
り
開
催

平成21年度
第３回甲州市
甲州種ワインを愉しむ会

■日　時　２月20日（土）

午後２時～４時４５分

■会　場　勝沼ぶどうの丘イベントホール

■定　員　70名（先着順）

※定員になり次第締め切ります。

■参加費　無料

■申込方法

農林商工課ワイン・

商工担当までに電話に

て申し込みください。

■主　催

勝沼ワイン協会

塩山ワインクラブ

■後　援

日本ソムリエ協会、　

ＪＡフルーツ山梨

◆申込み・お問合せ先

農林商工課

ワイン・商工担当

☎４４‐１２０５

Ｖｅｒ.２

●第２部　トーク
テーマ「県産ワインの今昔」

話し手　横塚弘毅さん
山梨大学名誉教授／国産ワインコンク
ール２００９実行委員会

聞き手　松本信彦さん
マンズワイン（株）勝沼ワイナリー専
務取締役

４０年の長き日に渡り学者の立場から、ブドウ
とワインを深く追求してきた山梨大学名誉教授の
横塚弘毅さん。この半世紀県産ワインはどう変化
し、この先どう進んで行くのかを語ります。

●第２部　対談
テーマ「辛口の可能性」

～甲州シュール・リー２タイプを利く～

講　師　大村春夫さん
丸藤葡萄酒工業（株）オーナー
有賀雄二さん
勝沼醸造（株）オーナー

辛口市場の高まりを受け、今県内のワイナリー
では、辛口を意識した方向へとシフトしています。
日本食との相性が評価され、品質向上が著しい甲
州種ワイン。辛口のワインを追い続けてきた丸藤
葡萄酒、勝沼醸造の両オーナーから、辛口の可能
性など、利き酒を交えて語ります。

14平成22年2月



平成21年度 第31回
甲州市勝沼ワインゼミナール

第１部　対談　テーマ「ワインの未来」
講　師　和田秀樹さん　精神科医

林真理子さん
作家／日本ソムリエ協会名誉ソムリエ

第２部　消費者との交流会
県産ぶどうを１００％のワインと県産食材を１０

０％使った料理を味わいながら、勝沼ワイン協会の
ワイン醸造家との交流を楽しめます。

■日　時　2月27日（土）

午後１時１５分～４時３０分

■会　場　勝沼ぶどうの丘イベントホール

■定　員　150名（先着順）

※定員になり次第締め切ります。

■参加費　１,０００円（当日徴収）

■申込方法

農林商工課ワイン・商工担当までに電話にて申し

込みください。

■主　催　勝沼ワイン協会

■協　賛　甲州市・塩山ワインクラブ

◆申込み・お問合せ先

農林商工課 ワイン・商工担当

☎４４‐１２０５

今
回
の
企
画
展
は
、
明
治
時
代
に
活
躍
し

た
実
業
家
・
投
資
家
で
、
中
央
線
（
八
王

子
‐
甲
府
間
）
の
開
通
に
尽
力
し
た
雨
宮

敬
次
郎
に
つ
い
て
展
示
を
行
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
開
催
期
間

２
月
18
日
（
木
）
～
４
月
15
日
（
木
）

■
開
催
場
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

歴
史
民
俗
資
料
室

■
主
　
催
　
甲
州
市
民
文
化
会
館

◆
お
問
合
せ
先

甲
州
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

公
民
館
担
当
（
市
民
文
化
会
館
内
）

☎
32
‐
１
４
１
１

※
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
／
月
・
祝

日
休
館
、
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌

日
が
休
館

■
日
　
時

２
月
21
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
～

■
会
　
場
　
勝
沼
体
育
館

■
種
　
目

・
男
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部

・
女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部

・
混
合
（
ミ
ッ
ク
ス
）
ダ
ブ
ル
ス
の
部

・
40
歳
以
上
男
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部

・
40
歳
以
上
女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部

■
参
加
料
　
２，

０
０
０
円

※
１
人
に
つ
き
１，

０
０
０
円
（
当
日
徴
収)

■
締
切
日
　
２
月
13
日
（
土
）
必
着

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

①
〒
４
０
９
‐
１
３
１
６

甲
州
市
勝
沼
町
勝
沼
１
２
８
１
‐
１

甲
州
市
勝
沼
町
中
央
公
民
館

☎
44
‐
２
１
０
０

FAX
44
‐
０
１
１
０

②
〒
４
０
９
‐
１
３
０
３

甲
州
市
勝
沼
町
小
佐
手
１
８
７
‐
２

平
山
勝
己

☎
44
‐
２
７
７
３
　
※
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用

甲州市民文化会館から
ホール貸館休止のお知らせ

甲州市民文化会館のホールは、

舞台吊物工事中のため、2月16
日（火）まで使用することができ

ません。利用者の方々には大変ご

迷惑をお掛けしますが、ご協力を

よろしくお願いいたします。

◆お問合せ先　甲州市民文化会館

☎３２‐１４１１

２月１日（月）～３月１日（月）

塩山地域文化協会、短歌・俳句・
川柳の各部による「新春文芸作品」
を展示いたします。

※展示内容・期間につきまして

は、変更になる場合もあります。

◆甲州市教育委員会◆

塩山駅南口
市民ギャラリー

歴
史
民
俗
資
料
室
第
72
回
企
画
展

「
雨
宮
敬
次
郎
展
」
開
催

第
27
回
甲
州
市
勝
沼
オ
ー
プ
ン
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
・
ダ
ブ
ル
ス
選
手
権

大
会
の
参
加
者
募
集

15 広報こうしゅう

和田秀樹さん

大阪府出身の精神科医。東京大学医学部卒、東
京大学付属病院精神神経科助手、アメリカ・カー
ルメニンガ―精神医学校国際フェローを経て、日
本初の心理学ビジネスのシンクタンク、ヒデキ・
ワダ・インスティテュートを設立し、代表に就任。
通信教育「緑鐡受験指導ゼミナール」、中高一貫校
エリート養成塾「和田塾緑鐡舎」主宰。国際医療
福祉大学大学院教授。川崎幸病院精神科顧問など
幅広い活動をするなか「学力崩壊」、「大人のため
の勉強法」など多数出版している。

林 真理子さん

山梨県出身の女性小説家。山梨県立日川高等学
校、日本大学芸術学部芸術学科を卒業しコピーラ
イターとして活躍。１９８２年にエッセイ集「ル
ンルンを買っておうちに帰ろう。」を発表してベス
トセラーとなり、作家デビューを果たす。１９８
５年に発表した「最終便に間に合えば」、「京都ま
で」で第９４回直木賞を受賞。その後も主に女性
の生き方を書いた小説やエッセイを発表している。
ワイン愛好家として知られ、（社）日本ソムリエ協
会よりソムリエ・ドヌール（名誉ソムリエ）の称
号を授与されている。

講師プロフュール



ひ
な
飾
り
展
示
会
場

重
要
文
化
財

旧
高
野
家
住
宅
「
甘
草
屋
敷
」

■
時
　
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

（
期
間
中
無
休)

■
入
館
料

大
人
　
３
０
０
円
　
小
人
　
２
０
０
円

※
20
名
以
上
の
団
体
割
引
有
り

恵
林
寺
「
武
田
信
玄
公
宝
物
館
」

■
時
　
間

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

（
４
月
を
除
き
木
曜
日
が
定
休
日
）

■
入
館
料

大
人
　
５
０
０
円
　
小
人
　
１
０
０
円

※
20
名
以
上
の
団
体
割
引
有
り

協
賛
会
場

①
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
「
信
玄
館
」

②
滝
本
院

③
お
よ
っ
ち
ょ
い
プ
ラ
ザ
七
里

④
Ｊ
Ｒ
東
日
本
「
塩
山
駅
」
⑤
大
菩
薩
の
湯

えんざんえんざん
季節季節のの散策路散策路

塩山駅北口を起点とするウォーキン
グコース。マップを片手に「ゆっく
り＆のんびり歩いて」甲州市塩山の
風景と歴史文化をお楽しみ下さい。

信玄の里コース
（約11キロ・約３時間３０分）

武田信玄公の菩提寺である恵林寺

や花の寺として知られる放光寺な

ど、信玄公ゆかりの寺社を巡るコ

ースです。沿道には歴史を感じさ

せる佇まいの建造物や民家も多

く、イチゴ狩りや温泉入浴なども

楽しむことができます。

ザゼン草の里コース
（約１２キロ・約４時間）

ザゼン草の群生地があるザゼン草

公園を目指すコースです。２月下

旬から３月頃にかけて花の盛りと

なります。

甲州市
インフォメーション

４月 ３日（土）

ＪＲ東日本「駅からハイキング」

４月10日（土）

第40回信玄公まつり甲州軍団出陣

（甲州市・甲府市）

４月12日（日）

信玄公忌（恵林寺）

４月18日（土）

秋葉神社例祭（向嶽寺）

４月25日（日）

第４５回甲州市ふるさと

武田勝頼公まつり（大和中学校校庭)

●平沢「ザゼン草」・・・・２月下旬～３月下旬

●慈雲寺「イトザクラ」・・３月下旬

●えんざん桃源郷・・・・・４月上旬～下旬

●雲峰寺「峰のサクラ」・・４月中旬

◆お問合せ先 観光課　☎４８‐２１１１

期間
２月11日(祝）～４月18日(日）

一葉の里コース
（約９キロ・約２時間３０分）

一葉の両親が生まれ育った甲州市

塩山大藤地区を中心に設定されて

います。中でも、一葉の文学碑や

イトザクラで知られる慈雲寺、日

向薬師や滝本院からの「えんざん

桃源郷」の眺望がお勧めです。

さくらんぼの里コース
（約７.７キロ・約２時）

さくらんぼの里コース沿いには、

約６０軒のさくらんぼ狩りが出来

る農園があります。期間は５月下

旬から６月末までです。

第８回甲州市えんざん桃源郷

ひな飾りと
桃の花まつり

甘草屋敷のひな飾り

恵林寺「武田信玄公宝物館」

つるし飾りづくり
体験教室

■実施日
期間中毎週土曜日
午前１０時～
午後３時まで

（正午～午後１時は昼休み）

■会　場
甘草屋敷内特設会場

16平成22年2月



日
常
の
買
い
物
等
を
通
じ
て
、
食
品
表

示
の
状
況
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
状
況
を
山
梨
県
に
報
告
し
て
い

た
だ
き
た
く
、
平
成
22
年
度
の
食
品
表
示

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

専
門
的
な
知
識
や
特
別
な
資
格
は
一
切

必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
食
品
の
安
全
性

や
表
示
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に

ご
応
募
下
さ
い
。

■
活
動
内
容

山
梨
県
内
の
食
料
品
販
売
店
に
お
い
て
、

日
常
の
買
い
物
等
を
通
じ
て
食
品
表
示
の

状
況
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
状
況
を
山
梨
県
消
費
者
安
全
・
食
育

推
進
課
へ
報
告
い
た
だ
き
ま
す
。

・
活
動
状
況
に
つ
い
て
、
３
ヶ
月
に
１
回

定
期
的
に
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
不
適
正
な
食
品
表
示
に
関
す
る
情
報
等

を
入
手
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
報
告
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
食
品
表
示
等
に
関
す
る
研
修
会
（
年
２

回
）
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
応
募
資
格

・
満
20
歳
以
上
で
、
山
梨
県
内
に
居
住
し
、

食
品
の
安
全
性
や
表
示
に
関
心
が
あ
る
方

・
国
、
ま
た
は
国
が
委
託
す
る
事
業
者
が

委
託
す
る
「
食
品
表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
」

で
な
い
方

・
山
梨
県
に
対
す
る
食
品
表
示
状
況
の
モ

ニ
タ
ー
に
関
す
る
報
告
及
び
不
適
切
な
食

品
表
示
の
報
告
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能

な
方

・
山
梨
県
が
行
う
食
品
表
示
に
関
す
る
研

修
（
年
２
回
）
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
な

方■
謝
　
礼
　
７，

０
０
０
円
（
年
額
）

※
研
修
会
の
参
加
に
要
す
る
経
費
や
報
告

に
要
す
る
郵
送
料
な
ど
を
含
み
ま
す
。

■
応
募
締
切

３
月
12
日
（
金
）
ま
で

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

・
農
林
商
工
課
　
ワ
イ
ン
・
商
工
担
当
　

☎
44
‐
１
２
０
５

・
山
梨
県
消
費
者
安
全
・
食
育
推
進
課

食
の
安
全
・
食
育
担
当

☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
５
８
８

メ
ー
ル

sh
o
k
u
h
in

-st@
p
re

f.ya
m

a
n
a
sh

i.lg
.jp

山
梨
県
で
は
、
今
後
の
都
市
づ
く
り
の

方
向
性
を
示
す
た
め
、
県
全
域
を
対
象
と

し
た
「
（
仮
称
）
山
梨
県
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
中
で
す
。

こ
の
計
画
に
県
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を

反
映
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
県
内
各
地

で
説
明
会
及
び
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
甲
州
市
、
山
梨
市
、
笛

吹
市
の
皆
様
を
対
象
と
し
た
意
見
交
換
会

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
日
　
時

３
月
３
日
（
水
）
午
後
６
時
～

■
会
　
場

東
山
梨
合
同
庁
舎
　
１
０
１
会
議
室

甲
州
市
塩
山
上
塩
後
１
２
３
９
‐
１
　
　

☎
20
‐
２
７
１
０

■
内
　
容

①
専
門
家
に
よ
る
基
調
講
演

中
井
検
裕
氏

東
京
工
業
大
学
教
授

②
山
梨
県
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

素
案
説
明

③
意
見
交
換

■
そ
の
他

参
加
は
自
由
で
、
事
前
の
申
込
み
等
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
お
問
合
せ
先

山
梨
県
県
土
整
備
部

都
市
計
画
課

計
画
担
当

☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
７
１
６

平
成
22
年
度
　
山
梨
県
食
品
表
示

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

山
梨
県
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
地
域
別
意
見
交
換
会
の
開
催

甲州市まちづくりシンポジウム
このまちの宝もの 再発見

■日　時　3月27日（土）午前９時～　※雨天決行

■集　合　午前９時　塩山南小学校校庭

■内　容　午前９時１５分～正午

まち歩き（ＪＲ塩山駅前・塩山下於曽地区）

正午～午後１時

給食（於曽公園）

午後１時３０分～午後４時

シンポジウム・ワークショップ

（塩山南小学校体育館）

■参加費　無料

■主　催 （財)自治総合センター、甲州市

■後　援　総務省、山梨日日新聞社、山梨放送

ＦＭ甲府

■協　力　甲州市交流まちづくり協議会

甲州市観光ボランティアの会

甲州市まちづくりシ
ンポジウム第２弾を開
催します。甲州市らし
いまちづくりのきっか
けをみんなで考えてみ
ませんか。

17 広報こうしゅう



時
間
外
相
談
日
（
予
約
制
）

平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で

行
け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下

さ
い
。
全
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

〔
時
間
外
相
談
日
〕

◎(

水
曜
日) 

午
後
５
時
30
分
～
７
時

２
月
３
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日
、

３
月
３
日

◎(

土
曜
日) 

午
後
１
時
～
４
時

２
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日

◆
場
所
・
お
問
合
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

FAX
33
‐
２
３
０
７

障
害
を
持
つ
人
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を

持
つ
人
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害

者
自
身
が
、
同
じ
立
場
に
た
っ
て
悩
み
を

聞
き
相
談
に
の
り
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
視
覚
障
害

石
原
テ
ル
氏
　
　

☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚

遠
藤
養
蔵
氏
　

FAX
33
‐
９
１
９
２

■
肢
体

阪
本
孝
義
氏(

中
途) 

☎
44
‐
１
０
８
６

羽
村
千
鶴
氏(

中
途) 

☎
22
‐
９
６
１
６

（
山
梨
市
老
人
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

中
村
安
孝
氏(

脳
原
性)

☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

田
中
美
津
江
氏

☎
32
‐
２
２
４
７

◆
場
所
・
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

FAX
33
‐
２
３
０
７

心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご
家

族
の
相
談
に
専
門
医
が
応
じ
ま
す
。
来
所
で

き
な
い
方
の
相
談
に
も
対
応
し
ま
す
。

■
日
　
時

２
月
17
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時

※
日
時
が
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
み

２
月
12
日
（
金)
ま
で
に
申
込
み
下
さ
い
。

◆
場
所
・
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
２
２
０
３

☎
32
‐
０
２
８
５

視
覚
障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し

た
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

は
じ
め
て
の
方
で
も
丁
寧
に
指
導
し
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時
　

２
月
２
日
（
火
）、
16
日
（
火
）

３
月
２
日
（
火
）、
16
日
（
火
）

午
後
１
時
～
３
時

■
内
　
容

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法
な
ど

◆
場
所
・
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

FAX
33
‐
２
３
０
７

障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た
陶

芸
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

は
じ
め
て
の
方
で
も
丁
寧
に
指
導
し
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時
　

２
月
17
日
（
水
）
午
後
２
時
～

■
講
　
師

岩
波
　
正
勝
　
先
生

■
定
　
員
　
15
名
程
度

■
参
加
費
　
材
料
費
　
１
０
０
円

※
塩
寿
荘
陶
芸
教
室
の
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

◆
場
所
・
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

FAX
33
‐
２
３
０
７

障
害
者
生
活
支
援
相
談

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員

※
予
約
制

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

ご
利
用
く
だ
さ
い
「
心
の
相
談
窓

口
」
専
門
医
に
よ
る
相
談

参
加
者
募
集

障
害
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

参
加
者
募
集

障
害
者
陶
芸
教
室

18平成22年2月

ひな飾り春の宴コンサート
■日　時　３月６日（土）午後６時～

開場：午後５時３０分～
■会　場　旧高野家住宅「甘草屋敷」
■演奏者

うた　　　輿水清枝氏・宮田洋美氏
箏・三絃　窪田礼子氏・今井礼子氏

広瀬寿美氏・窪田さやか氏
十七絃　　広瀬眞弓氏

◆お問合せ先
甘草屋敷　☎３３‐５９１０

♪曲目♪

♪さくら変奏曲♪

♪祭りの太鼓♪

♪新娘道成寺♪

♪抒情歌♪

♪春の賦♪

ほか

交通災害共済制度のご案内
掛金わずか５００円。家族揃って加入しましょう！

平成２２年４月１日から交通災害共済制度が変わります。
（平成２２年４月１日以降の事故に適用）
１）入院・通院１日目から共済見舞金の支給対象となります。
２）共済見舞金等級表が変わり、実際に入院・通院した日数により
区分し算定されます。
３）公的機関の証明書が提出されない場合の共済見舞金の限度額が
２万円から３万円に引き上げとなります。
※詳しくは、平成２２年２月号の広報と同時に配布するチラシをご
覧ください。



■
日
　
時

２
月
15
日
（
月
）
午
後
１
時
～
５
時

■
会
　
場

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー

１
階

会
議
室

■
対
　
象
　
市
内
在
住
者

■
定
　
員

８
名
（
相
談
者
１
人
に
つ
き
30
分)

※
こ
の
無
料
法
律
相
談
は
、
完
全
予
約
制

で
す
。

※
２
月
５
日
（
休
祭
日
を
除
く
）
か
ら
予

約
を
受
付
け
ま
す
。

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
平
日

は
忙
し
く
て
相
談
に
行
け
な
い
と
い
う
方

の
た
め
に
、
休
日
無
料
法
律
相
談
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
相
談
希
望
の
方
は
電
話
に

て
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
　
時

２
月
27
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
12
時
30
分

■
会
　
場

甲
州
市
民
文
化
会
館

２
階

第
１
会
議
室

■
対
　
象
　
市
内
在
住
者

■
定
　
員

６
名
（
相
談
者
１
人
に
つ
き
30
分)

※
こ
の
無
料
法
律
相
談
は
、
完
全
予
約
制

で
す
。

※
２
月
10
日
（
休
祭
日
を
除
く
）
午
前
８

時
30
分
か
ら
予
約
を
受
付
け
ま
す
。

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

無
料
法
律
相
談
事
務
局

☎
32
‐
３
２
８
８

■
日
　
時

２
月
19
日
（
金
）
午
後
１
時
～
４
時

受
付
時
間
　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

■
会
　
場

甲
州
市
民
文
化
会
館
　
２
階

■
相
談
内
容

離
婚
・
相
続
・
土
地
・
建
物
の
賃
貸
借

・
交
通
事
故
・
損
害
賠
償
・
サ
ラ
金
等

消
費
者
問
題
な
ど

※
相
談
内
容
は
厳
秘
扱
い
で
す
。

※
相
談
内
容
に
関
係
す
る
書
類
等
が
あ
れ

ば
、
関
連
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
主
催
・
お
問
合
せ
先

山
梨
県
弁
護
士
会

☎
０
５
５
‐
２
３
５
‐
７
２
０
２

■
日
　
時

２
月
５
日
（
金
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
会
　
場

恩
賜
林
記
念
会
館

２
階

和
室

■
内
　
容

い
じ
め
、
親
族
間
ト
ラ
ブ
ル
、
差
別
、

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、
児
童
虐
待
、
ス
ト

ー
カ
ー
な
ど
人
権
に
関
わ
る
相
談
等

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。

◆
お
問
合
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

平
成
22
年
１
月
１
日
付
け
を
も
っ
て
、

次
の
方
が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

・
橿
原
　
明
德
さ
ん
（
中
萩
原
）

・
磯
谷
あ
や
子
さ
ん
（
勝
　
沼
）

◆
お
問
合
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

無
料
法
律
相
談

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

休
日
無
料
法
律
相
談

山
梨
県
弁
護
士
会

巡
回
無
料
法
律
相
談
会

人
権
擁
護
委
員
特
設
人
権
相
談
所

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

19 広報こうしゅう

やさしくなるた
めに、強くあれ

世界選手権６連覇を
成し遂げた、長谷川行
光氏を講師に招き、強
い精神、強い身体をテ
ーマに講演会を行いま
す。第２部では、護身
術などを参加者が体験
しながら学べる内容と
なっています。お子様、
ご家族そろって、ぜひ
ご参加ください。

■日　時　2月26日（金）
午後７時～９時３０分
受付：午後６時３０分～

■会　場　塩山ふれあい館　柔剣道場
■定　員　１００名
■講　師　長谷川行光氏
◆お問合せ先

社団法人甲州青年会議所 ひとづくり委員会
秋山　☎０９０‐１５０２‐６８０３

参加費
無料

国道４１１号線
夜間全面通行止のお知らせ

■場所　甲州市塩山上萩原裂石地内（桜橋）

■日時　2月15日（月）～19日（金)
※天候の状況により順延あり

■時間　午後９時～午前０時３０分　通行止
午前０時３０分～午前１時　通行可
午前１時～午前５時３０分　通行止

◆お問合せ先　山梨県峡東建設事務所
☎２０‐２７１３



総
務
省
で
は
、
２
０
１
１
年
７
月
24
日

に
ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
終
了
に
伴
う
地
デ
ジ

説
明
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
説
明

時
間
は
１
時
間
程
度
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
会
場

・
２
月
23
日
（
火
）

市
民
文
化
会
館

２
階

大
会
議
室

１
回
目
　
午
後
１
時
30
分
～

２
回
目
　
午
後
７
時
～

定
　
員
　
３
０
０
名
　

・
２
月
24
日
（
水
）

勝
沼
市
民
会
館

２
階

大
会
議
室

１
回
目
　
午
後
１
時
30
分
～

２
回
目
　
午
後
７
時
～

定
　
員
　
２
０
０
名

・
２
月
26
日
（
金
）

大
和
ふ
る
さ
と
会
館
ホ
ー
ル

１
回
目
　
午
後
１
時
30
分
～

２
回
目
　
午
後
７
時
～

定
　
員
　
１
６
５
名

・
３
月
10
日
（
水
）

市
民
文
化
会
館

２
階

大
会
議
室

１
回
目
　
午
後
１
時
30
分
～

定
　
員
　
３
０
０
名

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

総
務
省
　
山
梨
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援

セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
山
梨
）
説
明
会
事

務
局
　
☎
０
５
５
‐
２
５
５
‐
６
０
３
８

※
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
６
時

郵
便
局
株
式
会
社
南
関
東
支
社
で
は
、

簡
易
郵
便
局
の
業
務
を
受
託
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
託
に
は
く
つ
か
の
要
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
受
託
を
希
望
さ
れ
る
方
や
関
心
の

あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

■
簡
易
郵
便
局
と
は
‥

郵
便
局
株
式
会
社
等
か
ら
契
約
し
た
郵

便
局
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
基
本
的

な
サ
ー
ビ
ス
の
委
託
を
受
け
た
、
個
人
や

法
人
の
方
に
、
郵
便
局
株
式
会
社
が
指
定

さ
せ
て
い
た
だ
く
地
域
に
お
い
て
、
個
人

や
法
人
の
方
が
自
ら
用
意
し
た
施
設
で
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

■
募
集
地
域

・
大
藤
簡
易
郵
便
局

甲
州
市
塩
山
中
萩
原
付
近

・
玉
宮
簡
易
郵
便
局

甲
州
市
塩
山
竹
森
付
近

■
締
切
日

２
月
26
日
（
金
）
ま
で

※
新
規
受
託
候
補
者
が
決
定
次
第
、
募
集

は
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

郵
便
局
株
式
会
社
　
南
関
東
支
社

企
画
部
　
店
舗
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
担
当

☎
０
４
５
‐
２
２
８
‐
２
５
２
１

※
簡
易
郵
便
局
担
当

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

お
近
く
の
会
場
に
お
越
し
下
さ
い

地
上
デ
ジ
タ
ル
説
明
会

郵
便
局
株
式
会
社

簡
易
郵
便
局
受
託
者
募
集

落語で楽しく学
ぶ成年後見制度

判断能力が不十分なために、財産侵害を受けたり人間としての
尊厳が損なわれたりしないように、法律面や生活面で支援する成
年後見制度について、ひな太郎師匠の落語を聞いて、笑いながら
学びましょう！

■日　時　3月13日（土）午後１時３０分～
■会　場　勝沼市民会館
■内　容

・後見落語「落語で楽しく学ぶ"成年後見制度"」
落語家　桂ひな太郎さん

・成年後見制度の概略
成年後見制度をスライドでわかりやすく説明

・知って得する成年後見制度、知らなきゃ損する成年後見制度
ひな太郎師匠といっしょに、成年後見制度の活用術を考えまし
ょう。

■共　催　甲州市、甲州市社会福祉協議会、甲州市民生委員児童
委員連絡協議会、山梨県司法書士会、（社）成年後見センター、
リーガルサポート山梨

◆申込み・お問合せ先
福祉介護課　福祉総務担当
☎３２‐５０７３

※公演終了後、司法書士によ
る無料法律相談を実施します。
事前の申込みが必要となりま
すのでご連絡ください。

※活動やパネル展示などご協
力いただけるボランティアグ
ループやＮＰＯ市民活動団体
を募集します。

20平成22年2月



温かな善意
ありがとうございました

◎社会福祉事業へ
・市内の匿名の方から、ご寄付をいただきました。

◎教育振興事業へ
・廣瀬　真澄さん　(上於曽)

◎歳末たすけいへ
・塩山愛育園保護者会 
・赤尾保育園保護者会職員一同
・奥野田小学校児童会職員一同
・大藤小学校児童会
・神金小学校児童会
・玉宮小学校児童会
・塩山中学校生徒会
・祝小学校児童会の
・勝沼中学校生徒会
・大和小学校児童会
・シルクロードバンド、ビクトリーズ、イースト
・甲州市老人福祉センター利用者の皆さん
・甲州市社会福祉協議会本所塩山支所募金箱
・甲州市社会福祉協議会勝沼支所募金箱
・甲州市社会福祉協議会大和支所募金箱

不動産無料相談
■日時　2月17日（水）午後１時～５時
■会場　杜の交流館（峡東森林組合）

☎３３‐２９０１
◆申込み・お問合せ先
（社）山梨県宅地建物取引業協会

☎０５５‐２４３‐４３００

●必ず本人と連絡をつけること！
●身に覚えのない請求は無視する！
●すぐに振り込まないで相談して！
●すぐに融資を申し込まないで相談
して！

オレオレ詐欺
家族を装って事故などの示談金を振り込ませる手口

融資保証金詐欺
融資を勧誘し、申込者に保証金を名目に振り込ま
せる手口

架空請求詐欺
有料サイト利用料などの架空の請求を行い振り込
ませる手口

還付金詐欺（定額給付金詐欺）
公的機関の職員を名乗り、還付金があると言って、

ＡＴＭ機を操作させ送金させる手口

夕暮れ時は、人・車ともお互いが見えにくくな
り、発見の遅れが、重大な交通事故につながるこ
ともあります。ドライバーの皆さんは、日没の概
ね３０分前からライトを点灯する。

自分の車の存在を「歩行者」や「対向車」など
に早く知らせ、注意を喚起して交通事故を未然に
防止しましょう。２月中の「早めのライト点灯」
の目安時間は・・

午後５時です！
人も車も「見ること・見られること」に心掛け、

悲惨な交通事故を防ぎましょう。

振り込め詐欺にご注意

「早めのライト点灯」を行い

夕暮れ時・・・
早めのライト点灯を！
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有料広告
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★お問合せ★

勝沼図書館　 ☎４４‐３７４６

塩山図書館　 ☎３２‐１５０５

大和図書館　 ☎４８‐２９２１

甘草屋敷子ども図書館
☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib-koshu.jp/

保育所・保育園・

幼稚園への巡回図

書館のご紹介

塩山図書館（職員によ
るお話会と本の貸出）

「まってたよ～！」と、
いつも元気なかけ声で迎
えてくれる子ども達の笑
顔に、職員も元気をもら
っています。

勝沼図書館　春のおはなしフェスタ

■日　時　３月１３日（土）
午後１時３０分から

■会　場　勝沼図書館　視聴覚室
■内容　　勝沼人形劇団「葡萄の実」とボラン

ティア｢マジックポッケ｣の公演

お知らせです
みらいなな絵本の時間について

みらい先生のご都合により、２０１０
年は１年間通してお休みとなります。

勝沼図書館（ボランティア
によるお話会と本の貸出）

読みたい絵本を真剣に選ぶ子
ども達。「また来月も来てね
～！」という声を聞くことが、
何よりも嬉しいです。

地域の資料を集めています！
図書館では、甲州市に関する資料を、古いもの新しいものを

問わず収集しています。
特に、自費出版物、地域出版物などは関係者以外に知られて

いないことが多く、何年かたつと入手出来なくなる状況です。
それらを図書館で収集・保存することにより、甲州市の知的

財産である地域資料を後世に伝えることができます。資料の寄
贈又は情報を提供して頂ける場合は、塩山図書館（☎３２‐１
５０５）までお問合せください。

◆収集対象資料
：甲州市について書かれたもの
：甲州市出身あるいは甲州市に在住している方が書いたもの
：その他、山梨県に関係する資料　　など

ご協力を

お願いします。

23 広報こうしゅう



これからも、たくさんの笑
顔を見せて下さい。どんどん
大きくなっていくのが、とて
も楽しみです。

父・英宣さん、母・舞さん
（等々力）

いつもワイワイにぎやかで、みんなを思いやるき
ょうだいです。みんな仲良く頑張ってほしいです。

父・恭紀さん、母・良子さん
（山）

いつまでも笑顔いっぱい！
元気いっぱいの葵といっしょ
に家族みんなで楽しくいこう
ね。
父・政仁さん、母・晃子さん

（赤尾）

日々成長していく姿に、幸
せいっぱい！楽しみいっぱ
い！優しく元気に育ってね♡

父・俊也さん、母・美穂さん
（下於曽）

「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。

発
　
行
／
平
成
22
年
２
月
１
日
　

編
　
集
／
甲
州
市
役
所
総
務
企
画
部

政
策
秘
書
課

広
聴
・
広
報
担
当

広
報
こ
う
し
ゅ
う

こ
の
広
報
紙
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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弟思いのさくら、おねえちゃ
んの後ろを追いかけてばかりの
洵平。２人とも思いやりのある
大人に成長してください。

父・一幸、母・なおみ
（千野）

山下
やました

葵
あおい

ちゃん

(３歳)

中島
なかじま

ジョーくん

(１歳)

森
もり

さくらちゃん(６歳)

洵平
しゅんぺい

くん(１歳)

渡辺
わたなべ

大惺
たいせい

くん

（１歳）

村上
むらかみ

日菜香
ひなか

ちゃん(８歳) 泰一
たいち

くん(７歳)

遥香
はるか

ちゃん(５歳) 萌乃香
ほのか

ちゃん(３歳) 弘紀
こうき

くん(４か月)


